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芝平均 ―― ダ平均 1455 道悪 3 種付頭数 38
2003年生／荻伏産●ミスタープロスペクター系	
	 アフリートCAN	 Rainbow	Quest	 	
	 レインボーウッドGB	 Priceless	Fame
日本、ＵＡＥで25戦10勝　JBCスプリントGⅠ（園田1400ｍ）、東京
盃GⅡ、クラスターCGⅢ
代表産駒／ダンツゴウユウ、サニーダンサー、オリオンパッチ

バンブーエール  BAMBOO ERE

現役時代は中央交流のGⅠ～GⅢを制覇。短距離中心だったが、
距離不向きのジャパンＤダービーで２着など能力には非凡なも
のがあった。20年はダンツゴウユウがオープン特別を２勝した。
勝ち上がり率はあまり高くないが、１勝した馬はその後も期待
できる。ダートは1800ｍ以下、芝は結果が出ていない。ローカ
ルのダートを得意にしている。

◎中山ダ1200ｍ（3-2-1-11）複勝率35.3％
◎ローカルのダート（6-0-2-13）複勝率38.1％
×京都ダート（1-0-0-14）
×芝（0-0-0-6）

芝平均 1200 ダ平均 1190 道悪 4 種付頭数 38
2007年生／千歳産●フォーティナイナー系
	 スウェプトオーヴァーボードUSA	 フジキセキ
	 グランパドドゥ	 スターバレリーナ
日本、香港で34戦９勝　函館スプリントＳGⅢ、キーンランドＣGⅢ、
アイビスサマーダッシュGⅢ、スプリンターズＳGⅠ２着
代表産駒／パドカトル、エムティアン

パドトロワ  PAS DE TROIS

21年５歳世代が初年度産駒。20年はダッシングプリンスが３
勝したが、それ以外の馬は勝てなかった。芝ダートは問わず。勝
ち星はほとんどが1200ｍで、1400ｍまでが限界。ローカルや
脚抜きの良いダートを得意にしており、左回りで苦戦している。
配合相手はサンデー系と好相性。初年度から５年連続で50頭前
後の配合数を確保していたが、20年は38頭とやや減少。今後大
物が出現する可能性もある。

◎阪神ダ1200ｍ（1-1-2-8）勝率33.3％
◎ダート・稍重（1-2-4-18）複勝率28％
×1600ｍ以上（0-0-0-26）
×左回り（0-2-2-40）

芝平均 1267 ダ平均 1493 道悪 3 種付頭数 ――
2004年生、14年米国へ／米国産●ダンジグ系
	 Danzig	 Turkoman
	 Turkish	Tryst	 Darbyvail
米13戦7勝　キングズビショップＳＧⅠ、ケンタッキーＣクラシックＳＧⅡ、
レインズエンドＳＧⅡほか
代表産駒／サマリーズ（全日本２歳優駿JpnⅠ）、メイケイダイハード（中
京記念GⅢ）、ウィキッドストロング（ウッドメモリアルSＧⅠ）

ハードスパン  HARD SPUN

日本での供用は１年で21年６歳世代の産駒のみ。20年はメイ
ケイダイハードが最低人気で中京記念を勝った。タガノアムは
ダート短距離馬で、芝ダともに活躍馬を出す。芝は1200ｍベス
トで1600ｍまで。ダートはオールマイティーも1400ｍが得意。
配合相手はダートならミスプロ系。競馬場はダートなら中京、福
島、東京の順。芝は小倉や阪神など西日本で走る。

◎ダ1400ｍ（9-15-9-81）複勝率28.9％
◎中京ダート（5-8-5-31）複勝率36.7％
×小倉ダ1700ｍ（0-0-0-18）
×芝1800ｍ以上（0-0-0-16）

芝平均 1867 ダ平均 1500 道悪 3 種付頭数 28
2009年生／平取産●サンデーサイレンス系
	 ステイゴールド	 デインヒルUSA	 	
	 ディラローシェ	 Sea	Port	 	
中央18戦７勝　天皇賞春GI２回、日経賞GⅡ、セントライト記念GⅡ、
青葉賞GⅡ
代表産駒／キタノオクトパス（ジャパンDダービーJpn1	３着）、レデ
ィオマジック、ザイラ

フェノーメノ  FENOMENO

ステイゴールド産駒で自身は中長距離で活躍。初年度産駒が３
歳になった20年は13勝し、キタノオクトパスがジャパンDダー
ビー３着など結果を残した。芝ダを問わないが、ダートのほうが
好走確率が高い。距離は万能でダートは1800ｍ以下。芝は稍重
のような時計のかかる馬場が得意。配合相手はサンデーサイレ
ンス系、キングマンボ系、ロベルト系。

◎芝稍重（2-2-8-33）複勝率26.7％
◎母父サンデー系（2-7-4-25）複勝率34.2％
×東京芝1600ｍ（0-0-0-15）
×中山ダ1200ｍ（0-0-0-14）

芝平均 ―― ダ平均 ―― 道悪 3 種付頭数 ４
2009年生／日高産●キングマンボ系
	 キングカメハメハ	 ブライアンズタイムUSA
	 ハタノプリエ	 ハヤベニコマチ
日本17戦７勝　川崎記念JpnⅠ、ジャパンＤダービーJpnⅠ
代表産駒／クリノヴジュアル、アンダーザスター

ハタノヴァンクール  HATANO VAINQUEUR

21年４歳世代が初年度産駒。地方で活躍馬が多く、中央ではク
リノヴジュアルが地方交流（笠松）で１勝。深い砂が合うのだろう。
中央地方問わず、原稿執筆時点での賞金獲得上位馬は母系に
Danzigの血が入っているのが特徴。種付数が少ないとはいえ、
流行の父系。地方重賞を勝つ産駒を出せば、まだまだチャンスは
ある。ダート専門で中距離がベター。

◎（サンプル数不足）

×（サンプル数不足）

芝平均 1040 ダ平均 1545 道悪 3 種付頭数 55
2005年生／米国産●ファピアノ系
	 エンパイアメーカーUSA	 Seeking	the	Gold
	 Flanders	 Starlet	Storm
米国で６戦４勝　ニューオーリンズＨGⅡ
代表産駒／ブレスジャーニー（東京スポーツ杯2歳SGⅢ、サウジア
ラビアロイヤルCGⅢ）、ライオンボス（アイビスＳＤGⅢ）、アッシェ
ンプッテル、サイドチェンジ

バトルプラン  BATTLE PLAN

20年はダート６勝、芝２勝と例年どおり砂偏重も芝複勝回収率
が130％超え。馬券を狙うなら芝。ライオンボスの直千が目立
つが、マイルも優秀。ダートなら1200、1400ｍ。コースはダー
トは函館、芝は新潟、東京。調教は馬なり調整で好成績。配合相
手はライオンボスとモジアナフレイバーのシアトルスルーに注目。
騎手は野中J、横山武Jが好相性。

◎新潟芝1000ｍ（4-2-0-4）連対率60％
◎函館ダート（2-4-4-18）複勝率35.7％
×中山芝1800ｍ（0-0-0-9）
×中京芝（0-0-0-17）


